
1月の粗大ごみの日は23日（月）です。当日の朝、総合体育館駐車場に出してください。
粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります！それ以外のごみは、しっかりと分別をして出しましょう。

　
「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
、
農
業
委
員
の

選
出
方
法
が
「
公
選
制
」
か
ら
「
町
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任

命
す
る
方
法
」
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
町
で
は
、
次
の
と
お
り
新
た
な
農
業
委
員
を
募

集
し
ま
す
。
農
業
委
員
と
な
っ
て
、
町
の
こ
れ
か
ら
の
農
業
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

 

募
集
方
法	　
①
町
内
の
地
区
か
ら
の
推
薦

	

　
②
農
業
者
等
が
組
織
す
る
団
体
（
Ｊ
Ａ
等
農
業
団
体
）
等
か
ら
の
推
薦

	

　
③
一
般
公
募
（
応
募
）

 

対 

象 

者	　
農
業
に
関
す
る
見
識
を
有
し
、
町
の
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す

　
る
事
項
、
そ
の
他
農
業
委
員
会
の
業
務
に
属
す
る
事
項
に
対
し
て
適
切
に
職
務

　
を
遂
行
で
き
る
方

 

募
集
期
間	　
平
成
29
年
１
月
４
日（
水
）～
31
日（
火
）

 

応
募
方
法	　
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
環
境
経
済
課
へ
提
出

　

           　
※	

応
募
用
紙
は
環
境
経
済
課
窓
口
で
配
布
の
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

　

 

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

 

募
集
人
員　

 

12
人

 

任　
　
期	　
平
成
29
年
５
月
17
日 

～ 

平
成
32
年
５
月
16
日
（
３
年
間
）

 

主
な
業
務	　
農
地
の
権
利
移
動
の
許
可
、
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
、
違
反
転
用
の
早

　
期
発
見
・
是
正
指
導
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
と
解
消
の
推
進
、
農
業
委
員
会

　
総
会
及
び
各
種
会
議
等
へ
の
参
加
等

 

選
任
方
法	　
評
価
委
員
会
に
て
書
類
審
査
を
行
い
、
町
議
会
の
同
意
を
得
て
町
長
が
任
命

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
環
境
経
済
課　
農
政
振
興
係
（
☎
２
７
５
‐
８
３
５
５
）

環境経済通信　No.104　　問い合わせ　環境経済課（☎ 275-8355）

　

農
業
委
員
会
で
は
毎
年
、
昭
和
町
“
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
”
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
町
制
施
行
記
念
式
典
の
た
め
、
販
売
開
始
が
１
時
間
遅
く

な
り
ま
し
た
が
、早
朝
降
っ
て
い
た
雨
も
あ
が
り
、お
祭
り
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

新
米
の
昭
和
町
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
町
産
の
柿
等
、
各
種
果
物
・
野
菜
を
販
売
し
、

町
民
と
の
“
ふ
れ
あ
い
”
の
場
で
和
や
か
で
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

現
農
業
委
員
の
任
期
は
、
平
成
29
年
5
月
16
日
で

終
了
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
農
業
委
員
会
は
、選
挙
11
名
、

選
任
5
名
の
合
計
16
名
で
構
成
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
次

改
選
か
ら
は
全
員
が
任
命
方
式
に
変
わ
り
ま
す
。
残

り
期
間
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

昭
和
町
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長
職
務
代
理　

細
田 

忠
男

　

年
末
年
始
は
、
資
源
ご
み
の
回
収
を
休
止
す
る
た
め
、
こ
の
期
間
に
資
源
ご

み
を
出
さ
れ
る
と
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
が
壊
れ
た
り
、
周
辺
に
ご
み
が
散
乱
し
て

し
ま
っ
た
り
と
、
多
く
の
問
題
が
発
生
し
ま
す
。
年
末
年
始
は
、
資
源
ご
み
の

投
入
を
お
控
え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
の
農
業
委
員
を
募
集
し
ま
す

農
業
委
員
会
だ
よ
り 

No.6

年
末
年
始
資
源
ご
み
の
投
入
は

お
控
え
く
だ
さ
い
！

募集

 

回
収
休
止
期
間	

12
月
29
日（
木
）
～ 

１
月
３
日
（
火
）

 

回
収
休
止
す
る
資
源
ご
み	

紙
類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
白
色
ト
レ
ー
、
び
ん
類

図書館だより
Library Information

昭和町立図書館　〒409-3864 昭和町押越 575  ☎ 275-7860  FAX 275-7870  URL http://www.lib.showacho.ed.jp/

No.80

『夢は牛のお医者さん』 『雪の手紙』 『大相撲の解剖図鑑』

時田　美昭/作
江頭　路子/絵

小学館

片平　孝/著
青菁社

第三十四代木村庄之助・伊藤勝治/監修
エクスナレッジ

　ともみちゃんが通う小さな村
の小さな小学校に、小牛３頭が入
学してきました。９人の児童は３
頭のクラスメイトを一生懸命面
倒をみますが…。
　一人の女の子が獣医さんにな
る夢をかなえたおはなしです。

　深々と雪が降る。雪は水の仮の
姿。刻一刻、姿、形を変えていく。
それは水の三態が見せる一期一
会の世界…。
　雪の結晶や霜柱など雪と氷の
さまざまな造形を紹介する写真
集です。

　「日本の国技・大相撲ってこん
なに面白い！」
　大相撲の魅力をイラストを
使って分かりやすく解説してい
ます。これを読めばあなたもきっ
と相撲通になれるはずです！

◦1月の休館日
1 ～ 5日（日～木・年末年始）
9日（月・祝）、16日（月）、
23日（月）、30日（月）、
31日（火・月末整理日）

イベントのお知らせ ※原則申し込み不要

今月のおすすめ本

◦おはなし会
　おはなし、手遊び、絵本などをお
楽しみください。
日時　1月7日（土）午前11時～
対象　幼児～小学生低学年
場所　図書館・幼児コーナー

◦0,1,2 歳児のおはなし会
　絵本、わらべうたなどをお楽し
みください。
日時　1月19 日（木）午前11時～
対象　0,1,2 歳児とその保護者
場所　図書館・幼児コーナー

　◦おはなし探検隊
　おはなし、絵本、そして工作も用
意しています。
日時　1月21日（土）午後2時～
対象　小学生　(定員：20名)
場所　図書館・視聴覚室
　　　※事前にお申し込みください

　　新春落語会 - 2017 - 　　第19回 大人のためのおはなし会
　落語はもちろん手品など盛りだくさんの内容です。
“新春初笑い”にぜひお越しください。

　大人が楽しめるおはなし会です。
心安らぐ癒しのひとときをお楽しみください。

日時　1月14日（土）午後2 時〜
場所　図書館・視聴覚室　(定員：先着50名)
出演　甲府落語会　
	 ※申し込み不要です。お早めにお越しください。

日時　1月29日（日）午後2時～　
場所　図書館・視聴覚室　(定員：30名)
出演　ききみみずきんおはなしの会
	 ※事前にお申込みください
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昭和町教育委員会（☎ 275-8631)

まな

はぐく

おし

　押原小学校（☎ 275-2053）　西条小学校（☎ 275-6100）　甲府昭和高校
　常永小学校（☎ 268-1111）　押原中学校（☎ 275-2040）　（☎ 275-6177）学 校　学校給食センター（☎ 275-5306）　町立図書館（☎ 275-7860）　杉浦醫院
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NO.212　 平成 29 年 1 月号
　

小
学
校
で
は
平
成
30
年
か
ら
、中

学
校
で
は
平
成
31
年
度
か
ら
現
在
の

「
道
徳
の
時
間
」は「
特
別
の
教
科　

道
徳
」（
道
徳
科
）と
な
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、そ
の
た
め

に「
質
の
高
い
多
様
な
指
導
方
法
の

研
究
」が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

  

町
民
会
議
の
中
に
設
け
ら
れ
た

「
道
徳
教
育
推
進
委
員
会
」で
は
、こ

の
よ
う
な
状
況
も
踏
ま
え
、こ
れ
ま

で
継
続
し
て
き
た
町
内
四
校
で
の
道

徳
教
育
の
公
開
を
行
う
こ
と
と
し
、

そ
の
授
業
公
開
が
10
月
末
か
ら
11
月

初
め
に
か
け
て
各
校
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

担
任
の
道
徳
の
授
業
や
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
ら
し
く
地
域
の

方
を
は
じ
め
と
し
た
外
部
講
師
が
参

加
し
た
授
業
の
他
、

・	

甲
府
昭
和
高
校
吹
奏
楽
部
と
同
生

徒
会
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

・	

「
子
ど
も
を
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
る

た
め
の
ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
安
全

教
室
」

・	

「
ワ
ク
ワ
ク
子
育
て
親
育
ち
プ
ロ

グ
ラ
ム
」学
習
会

・	

リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
野
澤

選
手
に
よ
る
講
演
会

・	

本
町
出
身
の
竹
内
ひ
か
り
さ
ん
の

日
本
画
作
品
展

な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

  

８
月
27
日
に
、毎
年
恒
例
の
河
東

中
島
ふ
れ
あ
い
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

  

そ
の
午
前
中
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

大
人
神
輿
と
一
緒
に
子
ど
も
た
ち
も

神
輿
を
担
ぎ
ま
す
。熊
野
神
社
で
お

参
り
を
済
ま
せ
る
と
、お
父
さ
ん
達

も
見
守
る
中
境
内
を
出
発
し
ま
す
。

  

家
々
に
は
、お
祭
り
の
造
花
が

飾
っ
て
あ
り
、そ
の
中
を
、行
く

先
々
で「
ガ
ン
バ
レ
」の
応
援
を
受
け

な
が
ら
練
り
歩
き
ま
す
。

  

休
憩
時
に
は
、お
母
さ
ん
達
や
近

所
の
方
々
が
カ
キ
氷
や
飲
み
物
で
も

て
な
し
て
く
れ
ま
し
た
。

  

子
ど
も
た
ち
は
、重
い
神
輿
を
担

い
で
大
変
だ
っ
た
け
ど
楽
し
い
夏
の

思
い
出
が
出
来
、来
年
も
ま
た
担
ぎ

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

教
育
長
報
告
事
項

•	

４
校
会
の
報
告
に
つ
い
て

•	

臨
時
教
育
委
員
会
に
つ
い
て

•	

学
校
警
察
連
絡
制
度（
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
）に
つ
い
て

•	

道
徳
教
育
公
開
研
究
会
に
つ
い
て

•	

町
民
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
に

つ
い
て

•	

管
理
主
事
地
教
委
訪
問（
２
回

目
）に
つ
い
て

•	

山
梨
県
市
町
村
教
育
委
員
会
秋
季

研
修
会
に
つ
い
て　

他

生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

•…

社
会
体
育
施
設
運
営
委
員
会
に
つ

い
て

•
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
策
定
委
員
会

に
つ
い
て　

他

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•
学
校
予
算
に
つ
い
て

•
就
学
児
童
生
徒
の
状
況
把
握
に
つ

い
て　

他

議
事（
協
議
事
項
）

•
学
校
警
察
連
絡
制
度（
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
）に
つ
い
て

•
就
学
援
助
費
支
給
認
定
に
つ
い
て

•
不
登
校
対
策
に
つ
い
て　

他

　

平
成
28
年
11
月
15
日
か
ら
11
月
21

日
ま
で
の
７
日
間
、イ
オ
ン
モ
ー
ル

甲
府
昭
和
店
３
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
に

て
峡
中
地
区
文
化
協
会
合
同
作
品
展

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
ア
ル
プ
ス
市
・
甲
斐
市
・
中
央

市
・
昭
和
町
の
文
化
協
会
会
員
50
人

か
ら
、絵
画
・
水
墨
画
な
ど
日
頃
会

員
の
活
動
の
成
果
が
表
れ
た
87
点
の

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
期
間
中
、大
勢
の
方
が
鑑
賞

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

道
徳
教
育
推
進
事
業

四
校
で
道
徳
公
開

活
動
紹
介　
河
東
中
島
区

◎	
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議
内

容（
11
月
承
認
の
概
要
）は
次

の
と
お
り
で
す
。

峡
中
地
域
文
化
協
会
合
同
作
品

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

■ 

青
少
年
育
成
昭
和
町
民
会
議

■ 

教
育
委
員
会

■ 

生
涯
学
習
課

　

朝
晩
の
冷
え
込
み
は
、ま
だ
ま
だ

続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、街
中
で
も

マ
ス
ク
姿
の
方
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。体
力
・
免
疫
力
を
つ
け
て
、つ

ら
い「
か
ぜ
」や「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

良
い
体
調
を
保
つ
た
め
に
、朝
、

昼
、夜
と
３
食
し
っ
か
り
食
べ
、睡
眠

時
間
も
充
分
と
っ
て
く
だ
さ
い
。ま

た
、手
洗
い
、う
が
い
も
忘
れ
ず
に
行

い
ま
し
ょ
う
。そ
れ
で
は
、普
段
の
生

活
で
も
で
き
る
セ
ン
タ
ー
で
の
手
の

洗
い
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①	

手
を
流
水
で
洗
い
、汚
れ
を
取

り
除
き
ま
す（
温
水
が
ベ
ス
ト
）

②	

石
鹸
を
十
分
に
泡
立
て
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
重
要
ポ
イ
ン
ト
）

③	

手
の
ひ
ら
と
甲
を
よ
く
洗
い
ま

す
④	

指
の
間
を
よ
く
洗
い
ま
す

⑤	

親
指
を
付
け
根
ま
で
洗
い
ま
す

⑥	

指
先
を
洗
い
ま
す

⑦	

手
首
か
ら
ひ
じ
ま
で
洗
い
ま
す

⑧	「
爪
ブ
ラ
シ
」で
、爪
の
間
、爪
の

脇
な
ど
を
洗
い
ま
す

　
（
ご
家
庭
で
爪
ブ
ラ
シ
が
な
い

場
合
、反
対
の
手
の
平
に
爪
を

こ
す
り
つ
け
て
洗
い
ま
す
）

⑨	

最
後
に
流
水
で
よ
く
す
す
ぎ
、

清
潔
な
タ
オ
ル
や
ペ
ー
パ
ー
で

拭
き
、よ
く
乾
燥
さ
せ
ま
す

　

ひ
じ
ま
で
洗
っ
た
り
、ブ
ラ
シ
を

使
っ
た
り
と
少
し
専
門
的
で
す
が
、

こ
こ
か
ら
が
重
要
で
す
。そ
れ
は
、こ

の
手
順
で
の
手
洗
い
を「
２
回
」行
う

こ
と
で
す
。繰
り
返
す
こ
と
で
、汚
れ

や
ウ
イ
ル
ス
は
１
回
洗
い
よ
り
も
落

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
食
中
毒
の
予
防
に
も
大

変
、効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
家
庭

で
も
実
践
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

今
学
期
は
、11
日
か
ら
給
食
が
開

始
さ
れ
ま
す
。今
年
も
安
全
、安
心
で

お
い
し
い
給
食
を
提
供
で
き
る
よ

う
、セ
ン
タ
ー
職
員
一
同
よ
り
一
層

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

11
月
８
日
か
ら
５
日
間
、本
校
の

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
員
４
名
が
、

韓
国
忠
清
北
道
山
梨
県
ス
ポ
ー
ツ
交

流
団
の
一
員
と
し
て
、韓
国
の
高
校

生
の
チ
ー
ム
と
交
流
試
合
を
行
い
ま

し
た
。派
遣
選
手
に
選
ば
れ
た
の
は
、

押
原
中
学
出
身
の
望も

ち
づ
き月
芽め

い衣
さ
ん

（
１
年
）・
小お

ざ
わ澤
美み

き紀
さ
ん（
１
年
）・

田た
じ
ま島
歩ほ

な
み波
さ
ん（
１
年
）・
蓮は

す
ぬ
ま沼
有あ

り
さ彩

さ
ん（
１
年
）の
４
名
で
す
。

　

忠
北
大
学
校
師
範
大
学
附
属
高
等

学
校
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
と
交
流
試

合
を
行
い
、試
合
後
は
鎮
川
選
手
村

（
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
養
成
所
）や
清

州
古
印
刷
博
物
館
な
ど
を
見
学
し
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

蓮
沼
さ
ん
は
、「
韓
国
の
生
徒
は

皆
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
、英
語
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
お

互
い
を
理
解
し
ま
し
た
。競
技
の
プ

レ
ー
も
基
本
が
し
っ
か
り
と
し
て
い

て
、バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
良
い
選
手
が

多
い
で
す
。ま
た
、韓
国
は
自
然
豊
か

で
、食
べ
物
も
美
味
し
く
と
て
も
魅

力
的
な
国
で
し
た
。」と
感
想
を
述
べ

て
く
れ
ま
し
た
。

韓
国
で
親
善
交
流
試
合

■ 

給
食
セ
ン
タ
ー

■ 

甲
府
昭
和
高
校

蓮沼有彩さん（左）、田島歩波さん（中央左）
小澤美紀さん（中央右）、望月芽衣さん（右）

蓮沼有彩さん
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竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 国保年金係 ☎275-8264

 シリーズ
その145国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　〒 409-3864 昭和町押越 616　☎ 275-0640  FAX 275-6497　　　　　　　　　　　　　　　　　　URL  http://www.town.showa.yamanashi.jp/other/syakyou/index.html

－社協だより－
　　　　　 まごころ   第 233 号

　

10
月
26
日（
水
）、町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
ペ

タ
ン
ク
部
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き

釜
無
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て『
平
成
28

年
度
町
福
祉
ペ
タ
ン
ク
大
会
』を
開
催
し

ま
し
た
。総
勢
49
名
が
５
コ
ー
ト
に
分
か
れ

て
、楽
し
み
な
が
ら
も
真
剣
に
戦
い
ま
し

た
。得
点
に
関
わ
る
重
要
な
場
面
で
は
、メ

ジ
ャ
ー
を
取
り
出
し
て
、ビ
ュ
ッ
ト
ま
で
の

距
離
を
測
る
事
も
あ
り
ま
し
た
。試
合
が
終

わ
る
と
表
情
も
和
ら
ぎ
、お
茶
を
飲
み
な
が

ら
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
た
り
と
、他
地
区

と
の
交
流
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　

11
月
20
日（
日
）、町
総
合
会
館
に
お
い
て「
共
に
参
加
す
る
協
働
の
ま
つ
り
」を

テ
ー
マ
と
し
た
、町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催『
第
37
回
昭
和
町
福
祉
ま
つ
り
』を
、約

4
0
0
名
の
来
場
の
も
と
、盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、当
会
か
ら
町
内
在
住
の
小
中
学
生
を
対
象
に
募
集
を
し
た
福
祉
標

語
・
ポ
ス
タ
ー
入
選
者
表
彰
を
、町
役
場
福
祉
課
か
ら
在
宅
介
護
者
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、日
頃
よ
り
町
内
外

で
活
躍
す
る
個
人
や
団
体
の
方
に
ご
出
演
い
た
だ
き
、会

場
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。日
本
舞
踊
か
ら
ベ

リ
ー
ダ
ン
ス
、さ
ら
に
は
サ
ッ
ク
ス
の
演
奏
な
ど
と
幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、出
展
・
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
、み
ら
い
フ
ァ
ー
ム
、さ
ぽ
ー
と
昭
和
に
よ
る
野
菜

の
直
売
、焼
き
そ
ば
、抹
茶
、遊
休
品
バ
ザ
ー
な
ど
の
出
展

を
、ま
た
、い
き
が
い
ク
ラ
ブ
写
真
部
か
ら
は
、写
真
の
展

示
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。皆
様
か
ら
の
出
展
協
力
に

よ
り
、早
朝
か
ら
会
場
全
体
が
に
ぎ
や
か
で
活
気
溢
れ
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
恒
例
の
福
引
抽
選
会
を
行
い
、一
等
の
家
電
か

ら
ラ
ッ
キ
ー
賞
ま
で
76
名
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ま
の
交
流
が
一
層
深
ま
る

よ
う
な『
福
祉
ま
つ
り
』と
し
て
、企
画
・
実
施
し
て
参
り

ま
す
。皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
盛
大
に
開
催
で
き
ま
し

た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

町
福
祉
ペ
タ
ン
ク

大
会
を
開
催

第
37
回 

町
福
祉
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
し
た

1月の予定 （時間・場所等については、社協までお問い合せください）
　「福祉の増進に役立ててください」とあたたかい
善意が寄せられました。心から感謝申し上げます。

善意ありがとうございました

国
民
年
金
は
、高
齢
に
な
っ
た

と
き
や
い
ざ
と
い
う
と
き
の

生
活
を
、現
役
世
代
み
ん
な
で
支
え

よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕

組
み
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、若
い
と
き
に
公
的

年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
続

け
る
こ
と
で
、高
齢
に
な
っ
た
と

き
、病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た

と
き
、家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
に
、年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

20
歳
を
迎
え
る
誕
生
月
の
前
月

に
、日
本
年
金
機
構
よ
り
取
得
の
申

請
書
が
届
き
ま
す
。忘
れ
ず
に
国
民

年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ

う
。20
歳
前
か
ら
就
職
し
社
会
保
険

に
加
入
し
て
い
る
場
合
や
、既
に
年

金
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、特
に
手

続
き
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。※

※	

退
職
な
ど
に
よ
り
厚
生
年
金
資

格
を
喪
失
し
た
場
合
、国
民
年
金

加
入
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
役
場
町
民
窓
口
課
よ
り
、国

民
年
金
に
つ
い
て
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
送
付
し
ま
す
。制
度
の
概
要
に

つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
制
度
に
加
入
す
る

と
、手
続
き
か
ら
２
，３
週

間
程
で
納
付
書
が
お
手
元
に
届
き

ま
す
。今
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、月
額
１
万
６
２
６
０
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。国
民
年
金
制
度
は
20
歳

に
な
る
誕
生
日
の
前
日
が
新
規
加

入
日
と
な
り
、該
当
日
の
属
す
る
月

か
ら
保
険
料
が
発
生
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
１
月
１
日
が

誕
生
日
の
場
合

　
　
　
　
　
⇩

平
成
28
年
12
月
31
日
が
加
入
日

保
険
料
は
12
月
分
か
ら
発
生
し

ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
と
い
う
人
の
た
め
に

保
険
料
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。学

生
の
方
で
納
付
が
困
難
な
場
合
に

は
学
生
納
付
特
例
を
利
用
し
、未
納

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。こ
の
制
度
は
所
得
限
度
額
未
満

の
方
が
学
生
の
間
、納
付
を
猶
予
し

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。

　

ま
た
、学
生
以
外
の
方
も
所
得
限

度
額
未
満
の
場
合
は
、50
歳
に
な
る

ま
で
納
付
猶
予
制
度
を
利
用
し
、納

付
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
免
除
制
度
を
申
請
す

る
た
め
の
用
紙
も
取
得
の
申
請
書

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
！
　
～
国
民
年
金
の
基
礎
知
識
を
学
ぼ
う
～

と
同
時
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、免

除
を
希
望
す
る
方
は
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。　

　

国
民
年
金
制
度
加
入
や
免
除
申

請
な
ど
の
詳
細
、ご
質
問
な
ど
は
役

場
町
民
窓
口
課
年
金
担
当
、ま
た
は

竜
王
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
町
民
窓
口
課
年
金
担
当

　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

竜
王
年
金
事
務
所

　
　
（
☎
２
７
８
‐
１
１
０
０
）

1 月   8 日（日） ふれあいサロンしみず
1 月 10 日（火） 築地新居いきいきふれあいサロン
1 月 13 日（金） いきいきふれあいサロン上二
1 月 16 日（月） いきいきふれあいサロン河西
1 月 17 日（火） ふれあいサロン押越
1 月 19 日（木） いきいきふれあいサロン上河東
1 月 20 日（金） ふれあいサロンクローバー ( 西条二区 ) ◦昭和町商工会 様 ◦昭和町建設安全協議会 様

例

17   広報昭和 No.471 広報昭和 平成 29 年 1 月号   16



No.116
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

こんにちは!愛育会です!

内
閣
府
で
研
修
し
て
き
ま
し
た

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会　
磯
部 

幸
廣
（
築
地
新
居
区
）

No.147

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ

と
と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　

11
月
21
日
、
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

で
は
、
政
府
の
男
女
共
同
参
画
を
担
当
す
る

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
を
訪
ね
、
男
女
共

同
参
画
や
女
性
活
躍
推
進
に
関
す
る
現
状
と

政
府
の
取
り
組
み
を
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
な
ぜ
女
性
の
活
躍
が
必
要
な
の
か
。
単

に
労
働
人
口
が
増
加
す
る
だ
け
で
な
く
優
秀

な
人
材
を
確
保
で
き
る
こ
と
、
多
様
な
考
え

方
や
価
値
観
を
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

反
映
す
る
こ
と
で
企
業
業
績
の
向
上
や
経
済

成
長
に
も
つ
な
が
る
こ
と
等
、
資
料
や
デ
ー

タ
を
基
に
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
の
第
４
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
で

は
、
女
性
活
躍
推
進
の
た
め
に
は
男
性
の
暮

ら
し
方
や
意
識
の
改
革
も
必
要
で
あ
る
と
し

て
い
ま
す
。
特
に
男
性
中
心
型
労
働
慣
行
の

変
革
が
強
調
さ
れ
、
長
時
間
労
働
や
転
勤
が

当
然
と
さ
れ
る
男
性
中
心
の
働
き
方
の
見

直
し
を
求
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
が

与
え
る
影
響
や
支

援
ニ
ー
ズ
に
は
男
女
に
差
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
防
災

へ
の
取
組
み
も
第
４
次
基
本
計
画
の
重
要
項

目
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
で
は
、
都
道
府
県
や
市
区
町
村
、
企
業

に
お
け
る
女
性
活
躍
の
状
況
や
行
動
計
画
を

内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
お

り
、
昭
和
町
の
デ
ー
タ
も
見
ら
れ
ま
す
。
昨

年
大
ヒ
ッ
ト
し
た
映
画
「
君
の
名
は
。」
は
、

男
女
の
身
体
が
入
れ
替
わ
る
物
語
で
す
。
そ

ん
な
こ
と
が
起
き
た
と
し
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
の
結
果
、
見
ら
れ
る
社
会
が
前
と

同
じ
よ
う
に
輝
い
て
い
る
と
良
い
で
す
ね
。

問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

　

今
回
は
、
口
腔
管
理
と
全
身

と
の
関
わ
り
合
い
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。
ま
ず
初
め
に
口

腔
管
理
と
言
わ
れ
て
も
、
す
ぐ

に
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
説
明
い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
医
療
者
側
が
考
え
る
口
腔
管
理
と
は
、
食

べ
る
、
呼
吸
す
る
、
話
す
な
ど
に
必
要
な
お
口
の

正
常
な
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
全
身
の
健
康

維
持
・
増
進
を
図
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
し
か

し
、
お
口
の
管
理
が
悪
い
と
、
虫
歯
で
食
事
が
し

に
く
く
な
っ
た
り
、
歯
周
病
で
歯
を
支
え
る
骨
が

溶
け
て
、
歯
を
喪そ

う
し
つ失

す
る
な
ど
、
結
果
と
し
て
正

常
な
お
口
の
機
能
は
損そ

こ

な
わ
れ
、
胃
腸
消
化
管
に

負
担
が
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
衛
生
状
態
が
悪
い
と
歯
の
周
り
の
血
管
を
通

じ
て
、
口
腔
の
中
の
菌
が
全
身
に
広
が
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
お
口
の
中
に
は
５
０
０
種
類
以
上
の

細
菌
が
住
み
、
歯し

こ
う垢

１
㎎
中
に
は
約
10
億
個
の
細

菌
が
棲せ

い
そ
く息

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
お
口
の
中

の
衛
生
状
態
を
不
良
に
し
て
お
く
と
、
口
腔
細
菌

が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
、
唾だ

え
き液
ま
で
汚
染
さ
れ
ま
す

の
で
、
血
流
か
ら
全
身
へ
感
染
す
る
経
路
と
唾
液

を
通
じ
て
肺
へ
感
染
す
る
経
路
と
二
つ
の
経
路
に

よ
っ
て
全
身
へ
の
細
菌
感
染
を
起
こ
す
可
能
性
が

生
じ
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
全
身
と
の
関
わ
り
合
い
に
つ
い
て
具

体
的
に
挙
げ
て
述
べ
ま
す
と
、
歯
周
病
は
糖
尿
病

の
合
併
症
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
歯

周
病
と
糖
尿
病
は
相
互
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
あ
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で

歯
周
病
の
治
療
に
よ
っ
て
歯
ぐ
き
の
炎
症
が
ひ
い

て
良
く
な
る
と
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
働
き
や
す
く
な

り
血
糖
改
善
が
み
ら
れ
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
に
、脳の
う
こ
う
そ
く

梗
塞
や
感か

ん
せ
ん
せ
い
し
ん
な
い
ま
く
え
ん

染
性
心
内
膜
炎
（
心

臓
の
中
に
細
菌
の
か
た
ま
り
が
で
き
る
）
な
ど
の

心し
ん
し
っ
か
ん

疾
患
、
早
期
低
体
重
児
出
産
に
つ
い
て
も
、
歯

周
病
に
よ
っ
て
歯
ぐ
き
で
産
生
さ
れ
た
炎
症
性
物

質
が
悪
さ
を
す
る
こ
と
で
発
症
率
が
上
昇
す
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
肺
炎
に
よ
る
死
亡
率
が
死
因

第
三
位
ま
で
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
の
肺

炎
の
多
く
は
口
腔
内
細
菌
を
誤ご

え
ん嚥
す
る
誤
嚥
性
肺

炎
（
唾
液
・
食
べ
物
と
一
緒
に
細
菌
が
肺
に
侵
入
す

る
た
め
に
起
こ
る
肺
炎
）
で
す
。
と
く
に
要
介
護

高
齢
者
の
方
、
が
ん
治
療
や
手
術
に
よ
っ
て
免
疫

力
が
低
下
す
る
方
に
と
っ
て
は
、
誤
嚥
性
肺
炎
の

発
症
リ
ス
ク
は
さ
ら
に
高
ま
る
た
め
、
主
治
医
と

も
相
談
し
、
口
腔
内
管
理
、
清
掃
を
歯
科
医
院
や

病
院
歯
科
で
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

も
と
も
と
、
歯
科
の
二
大
疾
患
で
あ
る
虫
歯
や

歯
周
病
は
、
口
腔
細
菌
感
染
に
よ
っ
て
お
こ
る
も

の
で
す
か
ら
、
口
腔
管
理
を
す
る
う
え
で
、
普
段

か
ら
歯
科
医
院
で
虫
歯
や
歯
周
病
を
治
療
、
予
防

す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
く
と
良
い
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
何
よ
り
誇
ら
し
い
こ
と
に
山
梨
県
は
、

男
女
と
も
自
立
で
き
る
状
態
で
最
も
長
生
き
し
て

い
る
日
本
一
の
「
健
康
長
寿
県
」
で
す
。
い
つ
ま

で
も
自
分
の
歯
で
自
分
の
口
か
ら
食
事
を
と
る
こ

と
で
、
豊
か
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
残

す
と
い
う
『
８ハ

チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

０
２
０
運
動
』
を
目
標
に
し
て
、

積
極
的
に
口
腔
管
理
を
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

企
画 

一
般
財
団
法
人 

里
仁
会
（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

口こ
う
く
う腔

管
理
と
全
身
と
の
関
わ
り
合
い
に
つ
い
て

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院　
歯
科
口
腔
外
科　
講
師　
吉
澤
邦
夫

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

　警察では、各種事件・事故等の緊急事態の早期解決を
目的として、緊急ダイヤル 110 番を運用しています。
　110 番通報は、電話から「110」とダイヤルすると、県内どこからで
も警察本部の通信指令室につながります。
　通信指令室にでは、警察官が、「いつ」「何処で」「何が」「犯人は」「負
傷者は」「あなたの住所・氏名」などをお尋ねしますので、落ち着いて
お話ください。

　警察では、もう一つの 110 番「＃ 9110」番を運用しています。生
活の安全や悩みごとは「＃ 9110」へダイヤルください。
　なお、「110 番」は緊急ダイヤルです。相談や緊急性のない電話は、
事件や事故など、真に緊急性のある通報の支障になります。落とし物
や運転免許証の手続などは、最寄りの警察署や交番へ、相談は＃ 9110
へご相談ください。
　110 番通報の適切はご利用にご協力をお願いします。

　犯罪現場は犯人を捜す大
切な手がかりです。犯罪現
場には、指紋や足跡など犯
人が残したこん跡がたくさ
んあります。
　「外出先から帰宅したら家
の中が荒らさせていた」「犯
罪の現場に遭遇した」など
のときは、現場に立ち入ら
ず、そのままにして 110 番
通報してください。やむを
得ず立ち入った場合は、駆
けつけた警察官に説明をし
てください。

正しく使おう110番 犯罪現場は
そのままに110番

いち早く　いそがず慌てず　れい静に
　１　　１　　０

 ● ●  相談は「＃ 9110」 番  ● ●

明けましておめでとうございます
～今年も愛育会活動へのご協力をよろしくお願いします～

冬に心配！ヒートショック！

　ヒートショックとは、『急激な温度変化によって血圧が急に上
がったり下がったりと大きく変動することにより、心臓など体に
負担がかかる状態』のことで、命にかかわることもあります。
　寒さが厳しくなるこの時期、特に入浴時に注意が必要です。

  予防のポイント
○脱衣所・トイレに暖房器具を置いて暖かく！
○シャワーで浴槽にお湯をためて暖かく！
○浴室の床にマット等を敷いて暖かく！
○お風呂の温度は38～40度のぬるめにして体への負担を少なく！
○トイレを暖房便座や便座カバーで暖かく！

忘れていませんか?
子宮頸がん検診を!

　受診券が届いているのに、
まだ検診を受けていない方
有効期限は
平成29年1月31日です。
　昨年度、愛育会を通して申
し込まれた方の受診率は62％
でした。約4割の方が受診され
ていませんでした。もったい
ないですよね。
忘れずに受診し
ましょう！

！！
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①
ス
リ
ム
＆
シ
ェ
イ
プ
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

・
日
時　
１
月
10
日
～
３
月
21
日　

午
後
２
時
～
３
時
30
分
（
毎
週

火
曜
日
、
全
11
回
）

・
定
員　
20
名

・
費
用　
３
３
０
０
円

・
講
師　
曽
根
眞
由
美 

氏

・
受
付
開
始　
１
月
６
日
（
金
）

②
パ
ン
チ
＆
キ
ッ
ク
教
室

・
日
時　
１
月
10
日
～
３
月
21
日　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

（
毎
週
火
曜
日
、
全
11
回
）

・
定
員　
25
名

・
費
用　
３
３
０
０
円

・
講
師　
Ｒ
ｅ
ｉ
ｃ
ｏ 

氏

・
受
付
開
始　
１
月
６
日
（
金
）

③
バ
レ
ト
ン
教
室

・
日
時　
１
月
11
日
～
３
月
22
日　

午
後
２
時
～
３
時
（
毎
週
水
曜

日
、
全
11
回
）

・
定
員　
25
名

・
費
用　
３
３
０
０
円

・
講
師　
Ｒ
ｅ
ｉ
ｃ
ｏ 

氏

・
受
付
開
始　
１
月
７
日
（
土
）

④
ダ
ン
ベ
ル
体
操
教
室

・
日
時　
１
月
11
日
～
３
月
22
日　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

（
毎
週
水
曜
日
、
全
11
回
）

・
定
員　
25
名

・
費
用　
３
３
０
０
円

・
講
師　
内
藤
百
合
子 

氏

・
受
付
開
始　
１
月
７
日
（
土
）

⑤
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
教
室

・
日
時　
１
月
12
日
～
３
月
23
日　

午
後
２
時
～
３
時
（
毎
週
木
曜

日
、
全
11
回
）

・
定
員　
25
名

・
費
用　
３
０
０
０
円

・
講
師　
塩
田
智
子 

氏

・
受
付
開
始　
１
月
８
日
（
日
）

⑥
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

・
日
時　
１
月
13
日
～
３
月
24
日　

午
後
２
時
～
３
時
（
２
月
10
日

を
除
く
毎
週
金
曜
日
、全
10
回
）

・
定
員　
20
名

・
費
用　
３
０
０
０
円

・
講
師　
久
保
田
美
惠
氏

・
受
付
開
始　
１
月
８
日
（
日
）

⑦
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

・
日
時　
１
月
13
日
～
３
月
24
日　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

（
２
月
10
日
を
除
く
毎
週
金
曜

日
、
全
10
回
）

・
定
員　
20
名

・
費
用　
３
０
０
０
円

・
講
師　
久
保
田
美
惠 

氏

・
受
付
開
始　
１
月
８
日
（
日
）

⑧
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

・
日
時　
１
月
11
日
～
３
月
22
日　

午
前
10
時
～
11
時
（
毎
週
水
曜

日
、
全
11
回
）

・
定
員　
30
名

・
費
用　
３
３
０
０
円

・
講
師　
緒
方
玲
子 

氏

・
受
付
開
始　
１
月
５
日
（
木
）

⑨
水
泳
教
室

・
日
時　
１
月
10
日
～
３
月
14
日　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

（
毎
週
火
曜
日
、
全
10
回
）

・
定
員　
10
名

・
費
用　
３
０
０
０
円

・
講
師　
馬
場
宣
浩 

氏

・
受
付
開
始　
１
月
５
日
（
木
）

⑩
４
泳
法
入
門
教
室

・
日
時　
１
月
13
日
～
３
月
17
日　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

（
毎
週
金
曜
日
、
全
10
回
）

・
定
員　
10
名

・
費
用　
３
０
０
０
円

・
講
師　
橋
本
篤
幸 

氏

・
受
付
開
始　
１
月
５
日
（
木
）

場
所　
町
立
温
水
プ
ー
ル

対
象　
町
内
在
住
１
８
歳
以
上
の
方

（
高
校
生
を
除
く
）

持
ち
物

［
①
～
④
各
教
室
共
通
］　
動
き
や
す

い
服
装
、
タ
オ
ル
、
上
履
き

［
⑤
～
⑦
各
教
室
共
通
］　
動
き
や
す

い
服
装
、
タ
オ
ル

［
⑧
～
⑩
各
教
室
共
通
］
水
着
、
ス

イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
、

ゴ
ー
グ
ル
（
必
要
な
方
）

申
し
込
み　
電
話
ま
た
は
プ
ー
ル
の

フ
ロ
ン
ト
に
て
先
着
順

　
※
受
付
は
各
受
付
開
始
日
の
午
前

10
時
か
ら

　
※
参
加
す
る
ご
本
人
又
は
家
族
の

方
が
お
申
込
み
く
だ
さ
い

　
※
妊
娠
中
の
方
及
び
お
子
様
連
れ

で
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　
※
申
し
込
み
さ
れ
た
方
の
み
が
参

加
で
き
ま
す

そ
の
他　
受
講
料
（
施
設
利
用
料
含
）

は
各
教
室
の
初
回
に
全
額
を
一
括

集
金
。
自
己
都
合
に
よ
る
キ
ャ
ン

セ
ル
及
び
欠
席
は
返
金
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　
町
立
温
水
プ
ー
ル

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
９
８
１
１
） 

　

新
年
を
迎
え
、地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
も
ま
た
、新
た
な
一
年
が
始

ま
り
ま
す
。伝
統
行
事
の
拝は
い
が
し
き

賀
式
と
小
正
月
の
ど
ん
ど
ん
焼
き
を
ご
案
内

し
ま
す
。皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、天
候
等
に
よ
り
日
程
・
内
容
等
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
区
か
ら
の
回
覧
や
区
内
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

拝賀式（互
ご れ い か い

礼会）  １月１日

地区名 時　間 場　所
西 条 一 区 午前 9 時〜 若宮神社（西条一区公会堂前）
西 条 二 区 午前 8 時〜 義清神社（西条二区第一公会堂隣）
清 水 新 居 午前 9 時～ 諏訪神社（清水新居 189）
西 条 新 田 午前 8 時〜 日吉神社（西条新田 318）
押 越 午前 8 時〜 八幡神社（押越 189）
河 東 中 島 午前 8 時〜 熊野神社（河東中島区公会堂隣）
紙 漉 阿 原 午前 8 時〜 天白神社（阿原 1 号公園裏）
築 地 新 居 午前 8 時〜 御崎神社（築地新居区公会堂裏）
飯 喰 午前 8 時〜 熊野神社（飯喰集落センター前）
河 西 午前 8 時〜 諏訪神社（河西区公会堂向い）
上 河 東 午前 9 時～ 熊野神社（上河東区公会堂隣）
上河東二区 午前 9 時～ 上河東二区集会所

　拝賀式（互礼会）は、正月元旦に地区の皆さんで氏神さんや公会
堂に集い、年初の挨拶を交わし合う伝統行事です。区によっては年
男や新成人のお祝いも行われます。

年
初
の
地
区
行
事

どんどん焼き・小正月祭り　1月8日～ 14日

地区名 日　時 場所（どんどん焼き会場） 主な内容

西 条 二 区
1月14日（土）午後1時〜8時 西条二区第一

4 4

公会堂 道祖神祭り、獅子舞、まゆ玉作り、どん
どん焼き

1月14日（土）
　午後5時30分〜7時30分 西条二区第二

4 4

公会堂 十四日正月（道祖神祭り）、どんどん焼
き、新年交歓会

清 水 新 居 1月8日（日）
　午前9時〜午後7時 清水新居ふれあい広場 小正月・道祖神祭り、まゆ玉作り、獅子

舞（区内家庭回り）、どんど焼き

押 越 1月14日（土）午後6時頃 道祖神（下）、道祖神（東・川瀬）、
第二公会堂（曲）、八幡神社（北・南）

どんどん焼き（左記4カ所にてカッコ内
記載の地域ごとに開催）

河 東 中 島 1月14日（土）
　午後1時〜6時30分 熊野神社（第一公会堂隣） まゆ玉作り（午後1時～ 第二公会堂に

て）、どんどん焼き（午後6時～）

紙 漉 阿 原 1月8日（日）
　午前8時30分〜午後6時30分 阿原第1号公園（天白神社隣） 小正月祭典（公会堂）、獅子舞、どんど焼

き

築 地 新 居 1月8日（日）
　午前中〜午後7時30分

飯喰405の田んぼ付近（昭和バイ
パス沿い店舗ラ・クールの北側）

獅子舞（午前中）、どんどん焼き（午後5
時30分～）

飯 喰 1月14日（土）午前10時〜 熊野神社（飯喰集落センター） まゆ玉作り（午前10時～）、獅子舞（正
午～）、どんどん焼き（午後6時～）

河 西 1月8日（日）
　午前8時30分〜午後6時30分 諏訪神社（河西区公会堂向い） 獅子舞、どんどん焼き（午後4時30分点

火）

上 河 東 1月8日（日）午後5時〜 旧上河東区公会堂跡地
（市川三郷線 上河東交差点前）

どんど焼き（午後5時～）、獅子舞（午後
6時～ 現公会堂から出発）

上河東二区 1月13日（金）午後6時～
1月14日（土）午後6時～ 8時 上河東二区集会所 まゆ玉作り（13日）、どんど焼き（14日）

　どんどん焼きは、小正月の道祖神祭りに由来するといわれる行事で、蚕
かいこ

の繭
まゆ

に似せた米粉の団子を柳の枝に刺
し、正月飾りや書

かきぞ

初めを焚
た

き上げた火であぶって食べる伝統行事です。「どんど
4

焼き」「どんと
4

焼き」とも言われま
すが、町内では昔から「どんどん

4 4

焼き」と言われ親しまれています。また、地区によっては、獅子舞や祭典、まゆ玉づ
くりなども行われます。
　なお焚き上げは、原則、紙や木などに限られます。金物やプラスチック等の持ち込みはご遠慮ください。

　※「日時」は、「主な内容」記載の行事全体の予定日時です。
　※「場所」は、どんどん焼き会場です。新年交歓会、まゆ玉作り等は、地区公会堂等が会場となります。
　※「獅子舞」は、原則各戸訪問です。訪問対象は区によって条件が異なり、区内全戸訪問ではありません。
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

手
作
り
の
ダ
ン
ゴ
供
え
し
十
五
夜
に

　

未
来
を
祈
る
幼
な
の
集
い

山
下
美
津
子

炎
天
下
キ
ャ
ン
デ
ィ
売
り
に
汗
流
し

　

学
費
納
め
た
夫つ

ま

の
青
春

徳
江
恵
美
子

ベ
ラ
ン
ダ
に
在
所
三
珠
の
温ひ

の
灯
り

　

何
時
ま
で
も
眺
む
あ
か
な
く
眺
む

佐
野　

一
枝

早
朝
に
菜
園
め
ぐ
り
虫
の
駆
除

　

菜
を
摘
み
帰
り
朝
げ
の
膳
に

輿
石
み
す
子

肩
書
が
取
れ
た
の
に
又
動
い
て
は

　

地
域
に
尽
く
し
足
跡
残
し

佐
野
さ
よ
乃

山
裾
の
山
影
長
く
引
く
故さ

と里
に

　

今
日
一
日
の
陽
が
沈
み
ゆ
く

輿
石
さ
だ
代

久
々
の
公
園
散
歩
心
お
ど
る

　

朝
露
あ
び
て
萩
陽
に
光
る

石
原　

明
子

話
題
変
え
暫
く
話
し
黙も

だ

す
中

　

虫
の
音ね

に
耳
傾
け
た
り
き

磯
部　

信
与

長
雨
の
や
っ
と
上
が
り
て
木
漏
れ
日
に

　

背
中
を
押
さ
れ
今
日
の
始
ま
る

松
田　

君
江

短
歌

突
然
の
誘
い
の
電
話
見
つ
め
つ
つ

　

心
お
ど
る
や
満
月
の
夜

河
田
よ
し
恵

温
水
プ
ー
ル
各
種
教
室
募
集
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昭
和
町
消
防
出
初
式
を
開
催
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
観
覧
で
き
ま
す
の

で
、
新
春
を
飾
る
勇
壮
な
出
初
め
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
昭
和
町
消
防
団
で
は
新
入

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た

も
自
助
・
共
助
の
要
で
あ
る
消
防
団

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
一
緒
に
家
族

と
町
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　
１
月
９
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
押
原
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
※
雨
天
時
は
総
合
体
育
館

内
容　

消
防
団
員
に
よ
る
分
列
行

進
、
各
種
功
労
賞
表
彰
、
ポ
ン
プ

車
・
小
型
ポ
ン
プ
・
大
正
５
年
製

手
押
し
ポ
ン
プ
に
よ
る
放
水
展
示

問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課　
行
政
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

　
自
衛
隊
で
は
、
通
年
で
自
衛
官
候

補
生（
男
子
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
性

待
遇　
所
要
の
教
育
を
経
て
３
カ
月

後
に
２
等
陸
・
空
・
海
士
に
任
用

問
い
合
わ
せ

　
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

　

http://www.mod.go.jp/pco/yamanashi/

　
　
　
　
（
☎
２
５
３
‐
１
５
９
１
）

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
に
土
地
・
建
物
・
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
る
税

金
で
す
。

　
昨
年
中
（
平
成
28
年
１
月
２
日
～

平
成
29
年
１
月
１
日
）
に
所
有
す
る

建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合
、
家
屋
滅

失
届
け
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
家
屋
滅
失
の
届
出
を
し
て
い
な

い
と
、
平
成
29
年
度
固
定
資
産
課
税

対
象
家
屋
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
資
産
税
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
５
）

　
検
察
審
査
会
は
、
交
通
事
故
や
詐

欺
、
脅
し
な
ど
の
犯
罪
事
件
を
検
察

官
が
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起

訴
）
に
つ
い
て
、
そ
の
処
分
に
不
満

を
持
つ
被
害
者
な
ど
か
ら
の
申
し
立

て
が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
不
起
訴

処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審

査
す
る
機
関
で
す
。

　
審
査
申
立
の
相
談
、
検
察
審
査
会

に
つ
い
て
知
り
た
い
な
ど
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
検
察
審
査
会　
事
務
局

　
　
　
　
（
☎
２
１
３
‐
２
５
４
８
）

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
、
心
理
学・福
祉・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な

ど
、
幅
広
い
分
野
を
働
き
な
が
ら
学

べ
ま
す
。
今
回
、
平
成
29
年
度
第
１

学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集

し
ま
す
。
あ
な
た
も
こ
の
機
会
に
放

送
大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

締
め
切
り　
３
月
20
日
（
月
・
祝
）

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
☎
２
５
１
‐
２
２
３
８
）

日
程　
３
月
25
日
（
土
）
～
４
月
５

日
（
水
）
の
間
の
９
～
11
日
間

内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、文
化
交
流
、学
校
体
験
、

英
語
研
修
、
野
外
活
動
な
ど

派
遣
先　

英
国
、
豪
州
、
カ
ナ
ダ
、

フ
ィ
ジ
ー
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ネ
パ
ー
ル

対
象　
小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生

費
用　
31
万
８
千
円
～
47
万
８
千
円

締
め
切
り　
２
月
３
日
（
金
）

そ
の
他　
日
程
、
費
用
等
は
、
事
業

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
（
☎
０
３
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
１
）

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校・

大
学
等
の
教
育
資
金
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額

　
こ
ど
も
一
人
に
つ
き
３
５
０
万
円

金
利　
年
１・
９
０
％

返
済
期
間　
15
年
以
内

問
い
合
わ
せ　
日
本
政
策
金
融
公
庫

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
３
‐
５
３
２
１
‐
８
６
５
６
）
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◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

　11 月は、先月と比較する
と全体の収集量は約 42t 減の
293t となり、一世帯あたりの
収集量では先月に比べ 5 ㎏減
の 35 ㎏となりました。引き続
き Reduce（リデュース＝ごみ
を出さない）Reuse（リユース
＝ごみを再使用する）Recycle
（リサイクル＝ごみを再利用す
る）の再確認、生ごみの水切
りやごみの分別を徹底し、ご
みの減量を心がけましょう！

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った 11 月分の医療費は、
約 8,532 万 2 千円（前年
同月比 11.68% の減）です。
　ジェネリック医薬品は
新薬と同等の効果が期待
でき低価格に設定されて
います。医師等と相談し
積極的に活用しましょう。

排出量㎏

25

30

35

40

45

50

55

11月10月9月8月7月6月5月

常永地区押原地区西条地区

34

40

35

各地区一世帯当たりのごみ搬出量

※「ごみ排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。
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◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

　
一
緒
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方
の
参

加
も
可
能
で
す
。

日
時　
２
月
２
日
～
28
日

　
　
　
午
後
８
時
～
10
時

　
　
　
（
毎
週
火・木
曜
日
、全
８
回
）

場
所　
総
合
体
育
館

定
員　
30
名
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

　
　
　
（
教
室
初
日
に
集
金
し
ま
す
）

持
ち
物　
体
育
館
履
き
（
上
履
き
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
６
４
１
）

　
介
護
保
険
の
介
護
予
防
事
業
の
一

環
と
し
て
、
高
齢
者
の
た
め
の
健
康

体
操
教
室
「
や
っ
て
み
る
じ
ゃ
ん
」

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
無
料
。

日
時　
２
月
２
日
～
３
月
16
日

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
３
月
２

日
を
除
く
毎
週
木
曜
日
、全
６
回
）

場
所　
総
合
会
館　
軽
運
動
室

内
容　
リ
ズ
ム
体
操
、
ス
ロ
ー
エ
ア

ロ
ビ
ッ
ク
、
脳
ト
レ
と
筋
力
ア
ッ

プ
体
操
な
ど

対
象　
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

定
員　
40
名
（
先
着
順
）

講
師　

フ
ィ
ッ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
、
日
本
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
連
盟
、

今
井
整
形
外
科
の
皆
さ
ん

受
付
開
始

　
１
月
10
日
（
火
）
午
前
９
時

　
※
原
則
参
加
者
本
人
が
申
し
込
み

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　

認
知
症
へ
の
知
識
を
身
に
つ
け
、

認
知
症
の
方
を
支
援
す
る
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
。
町
内
で
も
多
く
の
方
が

サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

回
「
身
近
に
認
知
症
の
方
が
お
ら
ず

講
座
の
内
容
を
忘
れ
て
し
ま
う
」、

「
実
践
的
な
講
座
を
受
け
た
い
」
と

い
っ
た
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
声
に

お
応
え
し
、
介
護
施
設
で
認
知
症
を

学
べ
る
実
践
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
２
月
３
日
（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　
（
受
付　
１
時
15
分
～
）

場
所　
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
昭
和

　
（
昭
和
町
河
西
１
１
４
９
‐
２
）

内
容　
施
設
の
見
学
、
入
居
者
と
の

ふ
れ
あ
い
（
節
分
行
事
）
な
ど

対
象　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方

　
（
過
去
に
養
成
講
座
を
受
け
た
方
）

定
員　
６
名
（
先
着
順
）

持
ち
物　
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
、
動
き

や
す
い
服
装

締
め
切
り　
２
月
１
日
（
水
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

い
き
い
き
健
康
課　

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
７
５
‐

４
８
１
５
ま
た
は
８
７
８
５
）

　

２
月
か
ら
嘱
託
職
員
と
し
て
勤
務

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種
・
人
数

○
児
童
館
職
員
（
要
資
格
）
…
１
名

　
※
勤
務
条
件
等
、
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

採
用
期
間　
２
月
１
日
か
ら
１
年
間

　
※
人
事
評
価
に
よ
り
延
長
あ
り

応
募
資
格　
平
成
29
年
２
月
１
日
現

在
で
62
歳
以
下
の
方

選
考
方
法　
書
類
審
査
及
び
面
接

応
募
方
法　
総
務
課
窓
口
へ
履
歴
書

（
写
真
付
）
を
持
参

募
集
期
間　
１
月
６
日
（
金
）
～
16

日
（
月
）
※
平
日
の
み

問
い
合
わ
せ　
総
務
課　
総
務
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

　
就
職
活
動
に
前
向
き
な
気
持
ち
で

就
活
に
臨
め
る
よ
う
に
、
若
者
の
就

職
を
応
援
す
る
無
料
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
ホ
ン
キ
の
就
職
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
１
月
19
日（
木
）・23
日（
月
）・

26
日
（
木
）・
31
日
（
火
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

対
象　
15
～
39
歳
の
就
職
希
望
の
方

締
め
切
り　
１
月
16
日
（
月
）

会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
や
ま
な
し
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
中
央
市
若
宮
49
‐
７
）

　
　
　
　
（
☎
２
４
４
‐
３
０
３
３
）

　
昨
年
10
月
１
日
か
ら
、
山
梨
県
内

で
働
く
人
に
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金

が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
低
賃
金
は
、
正
社
員・パ
ー
ト・

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
雇
用
形
態
、
性

別
、
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
県
内

の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

山
梨
県
最
低
賃
金

　
１
時
間
７
５
９
円

対
象　
全
て
の
労
働
者

　
※
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が

適
用
さ
れ
る
労
働
者
を
除
く

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
労
働
局　
賃
金
室

　
　
　
　
（
☎
２
２
５
‐
２
８
５
４
）

　
山
梨
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で
は
、

生
活
保
護
に
関
す
る
電
話
と
面
談
に

よ
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
１
月
29
日
（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

相
談
電
話
番
号

　
☎
０
１
２
０
‐
０
５
２
‐
０
８
８

　
※
当
日
の
み
の
臨
時
番
号
で
す

面
談
会
場　
山
梨
県
司
法
書
士
会
館

　
（
甲
府
市
北
口
一
丁
目
６
番
７
号
）

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　
　
　
　
（
☎
２
５
３
‐
６
９
０
０
）

　
町
営
常
永
団
地
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。
詳
し
く
は
役
場
建
設
課
で

配
布
の
入
居
者
募
集
案
内
ま
た
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

所
在
地　
昭
和
町
上
河
東
５
４
３

募
集
数　
１
戸
（
１
Ｄ
Ｋ
、
一
～
二

人
世
帯
用
、
52
・
４
㎡
）

受
付
期
間

　

１
月
16
日
（
月
）
～
27
日
（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
※
平
日
の
み

入
居
予
定

　
平
成
29
年
２
月
下
旬
～
３
月
上
旬

応
募
資
格　
○
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
こ
と
○
世
帯
を
構
成
し
て
い
る

こ
と
○
収
入
月
額
15
万
８
千
円
以

内
で
あ
る
こ
と
○
本
町
に
１
年
以

上
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い
る
か
町

内
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る

こ
と
○
町
税
等
に
未
納
が
無
い

こ
と
○
町
内
在
住
の
連
帯
保
証

人
を
た
て
ら
れ
る
こ
と
○
連
帯

保
証
人
は
前
年
の
年
間
所
得
が

１
２
４
万
８
千
円
以
上
あ
る
こ
と

○
入
居
申
込
者
及
び
そ
の
同
居
者

が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

そ
の
他　
申
込
必
要
書
類
の
準
備
に

時
間
が
か
か
る
た
め
、
お
早
め
に

お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課　
管
理
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
４
１
２
）

防災一口メモ　避難するときにはブレーカーを落としましょう
　みなさん、ご自宅のブレーカー（配
電盤）の場所はご存知ですか？
　災害で停電になると、ご家庭内の
電源コードや配線も断線しているこ
とがあります。電気が復旧したとき
にブレーカーを落としていないと、
断線個所から発火したり、かぶさっ
た物に引火したりして火事になる恐
れがあります。避難するときには、

必ず配電盤のメインブレーカーを落
としましょう。
　また、このことを家族で共有し、
家族みんなでブレーカーの位置や落
とし方を確認しておきましょう。
　地震に備え、揺れを感知し自動で
ブレーカーが落ちる「感震ブレー
カー」を取り付けておくこともお薦
めです。 女性防災ネット昭和

町
の
嘱
託
職
員
募
集

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
講
座

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
募
集

昭
和
町
消
防
出
初
式

若
者
就
職
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
ホ
ン
キ
の
就
職
」

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

健
康
体
操
教
室

「
や
っ
て
み
る
じ
ゃ
ん
」

山
梨
県
最
低
賃
金
を
改
正

　
　
　
　
　
１
時
間
７
５
９
円

全
国
一
斉
生
活
保
護
１
１
０
番

町
営
常
永
団
地
入
居
者
募
集

ご
存
知
で
す
か
？
検
察
審
査
会

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

　
滅
失
届
を
届
出
く
だ
さ
い

春
休
み
海
外
研
修

放
送
大
学　
学
生
募
集

教
育
資
金
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
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◦チャイルドシート貸与事業◦
利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子供の保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

あ

と

が

き

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
酉と

り
ど
し年

で
す
。
昨
年
末
は
、
紅
く
染

ま
っ
た
釜
無
工
業
団
地
の
街
路
樹
が
表
紙
で

し
た
が
、
今
月
は
昨
年
で
き
た
ば
か
り
の
常

永
ゆ
め
広
場
を
舞
台
に
、
青
空
の
下
の
富
士

山
と
、
町
文
化
協
会
お
細
工
物
部
の
干
支
人

形
を
表
紙
に
し
て
み
ま
し
た
。

　
酉
年
と
い
え
ば
一
般
的
に
は
ニ
ワ
ト
リ
で

す
が
、
こ
の
鳥
は
オ
シ
ド
リ
だ
そ
う
で
す
。

仲
良
く
ち
ょ
こ
ん
と
座
る
姿
が
愛
ら
し
い
で

す
ね
。
常
永
ゆ
め
広
場
に
は
、
ビ
オ
ト
ー
プ

や
水
田
、
自
転
車
練
習
コ
ー
ス
も
併
設
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
新
し
い
こ
の
公
園
。

こ
れ
か
ら
水
鳥
や
こ
ど
も
た
ち
に
親
し
ま
れ

る
公
園
に
な
る
と
良
い
で
す
ね
。

発
行

／
山

梨
県

昭
和

町
役

場
　

　
編

集
／

企
画

財
政

課
〒

409-3880
山

梨
県

中
巨

摩
郡

昭
和

町
押

越
542-2

電
話

 055-275-2111
㈹

　
FAX 055-275-2109

U
RL　

http://w
w

w
.tow

n.show
a.yam

anashi.jp/
メ

ー
ル

　
kikaku@

tow
n.yam

anashi-show
a.lg.jp

公
式

ツ
イ

ッ
タ

ー
　

https://tw
itter.com

/show
atow

n

んなの広場み

 の 食推から町 ～『食』を通じて人を『育』む～

スイートポテト

食生活改善推進員会  事務局 いきいき健康課（☎ 275-8785）

　押原こども園では、食育活動として自分達の手
で収穫したさつまいもを使用し、スイートポテト
クッキングを行なっています。子どもたちに収穫
した喜びを知ってもらうこと、旬の食材の知識を
深めてもらうことを目的としています。
　本物そっくりで見た目もかわいらしいスイート
ポテトは、子どもたちに大人気です。園では食べ
ることの楽しさ、自分達で作ったという達成感を
味わってもらい、家庭に帰ってからも作ってもら
いたいという気持ちを込めてクッキングを行なっ
ています。

食べる楽しみを伝える保育 今回は
“押原こども園”から

食生活改善推進員会  事務局 いきいき健康課（☎ 275-8785）

みんなの食育

元気でおてんばな寧々♡
いつも笑顔をありがとう♡
もうすぐ産まれる弟と仲良くしてね！

平成 27年 12月 1日生（1歳・女の子）
（父）新悟さん（母）香織さん（西条一区）

藤原 寧
ね ね

々 ちゃん

瑛文が生まれてから、毎日新しい発見
があって楽しいよ。これからも周りの
人を笑顔にする元気な瑛文でいてね。

平成 27年 10月 23日生（1歳・男の子）
（父）文生さん（母）扶美子さん（河西）

大森 瑛
あきふみ

文くん

み
ん
な
の
広
場

わ
が
家
の“
ア
イ
ド
ル
”

◆ 作り方
①さつまいも（黄）と紫いもを、それぞれ別の鍋で柔ら
かくなるまで茹でます。

②①をそれぞれ別のボールでつぶし、生クリーム、マ
ーガリン、砂糖を加えて混ぜます。

③②を５等分に分け、さつまいも（黄）は丸め、紫いも
は薄く広げておきます。

④③の紫いもの中に丸めたさつまいも（黄）を入れ、包
み込み、さつまいもの形になるように整えます。

⑤④をアルミホイルの上にのせ、溶いた卵黄を塗り、
180℃に熱したオーブンで15分焼いたら、できあがり。

◆ 材料（5 人分）
＊さつまいも（黄）…150g
＊紫いも………… 300g
＊卵黄……………1/2 個
＊生クリーム… 15ml×2
＊マーガリン… 15g×2
＊砂糖………… 12g×2

～ 今月は「押原こども園」からのレシピです ～

※生クリーム、マーガリン、砂糖は、さつまいも（黄）
分と紫いも分を別々に用意します
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